
只見ユネスコエコパーク自然環境基礎調査事業

只見町　沼ノ平地域総合学術調査報告会
　町の事業として2017年度から2020年度にかけて実施した沼ノ平の学術調査の報告会が、
7月2日に只見振興センターで開催されました。
　報告会で発表された内容の概要を紹介します。

　只見ユネスコエコパーク域内の北西部に存在する沼ノ平は、
浅草岳の北東部のなだらかな中間斜面の地すべり地帯に位置
し、多くの湖沼群が存在するとともに、周囲には成熟したブ
ナ林が成立している。このような自然度の高い環境にあるこ
とや地すべり地帯という不安定で特殊な立地環境にあること
から、そうした環境に依存した特異な生物種群が生息、生育
しているとの報告があり、自然環境・生物多様性を保護・保
全する上で重要な地域と考えられていた。そこで、沼ノ平の
自然環境、生物相および生態系の実態について明らかにする
とともに、沼ノ平の適切な保護・保全・利用の在り方につい
て検討するため、２017年から4カ年計画で沼ノ平の総合
的な学術調査に着手した。

　沼ノ平における地表面変化の有無について、空中写真を用
いて1９47年から２014年の67年間に発生した変化を
解析した結果、多くの沼の形が変化し、移動している傾向が
読み取れた。ブナの樹冠も、1９76年から２014年の３8
年間において6.３～18.8mの移動があり、沼ノ平地域全
体が東の方向に移動していることが確認された。
　これらの結果から、沼ノ平の地表面は絶えず変化している
ことが確認できた。

　沼ノ平地域では地すべりによって複雑な地形上にブナを中心として多様
な植生が成立している。こうした植生と過去の環境変化の変遷を明らかに
するために、湿地から採取した堆積物の年代測定を行った結果、最下部の
粘土の堆積年代は約1万９00年前と計算され、湿地形成の要因となった
地すべりは少なくともそれ以前に起きたことが明らかになった。花粉分析
の結果、沼ノ平地域では過去1万年間以上に渡ってブナが優占していたこ
とが明らかになり、ブナの割合の増加とともに、湿地性のサワグルミなど
からトチノキ、コナラ亜属へと植生が変化していたことが分かった。これ
により沼ノ平地域では次第に斜面が安定化し、土壌が発達していったこと
が示唆され、人為の影響は一貫して小さかったことが推測された。

調査の目的と沼ノ平の概要

時系列空中写真を用いた沼ノ平における
地表面変化の把握

沼ノ平地域の古環境―花粉分析に基づいて―

� 報告者：目黒康弘（只見町役場）

� 報告者：村上拓彦（新潟大学　農学部）

報告❶

報告❷

報告❸

▲沼ノ平地域全景

◀小三本沢沿いから沼ノ平のドローン撮影に挑む

▲採土器による湿原採石物の採取

� 報告者：志知幸治（森林総合研究所　四国支所）

4



　２018年から２0２0年までの調査で、２7科45種
が確認された。沼ノ平に点在する湖沼ではカモ目やカワウ、
渓流沿いではミソサザイ、カワガラス、キセキレイといっ
た水辺の鳥が見られた。調査の結果、只見町を代表するブ
ナ広葉樹林帯には地形や植生に関して多様な環境が含まれ
ていることが分かり、それによって移動能力の高い鳥類で
あっても、生息種の多様性を生み出していることが明らか
となった。しかし、今回の調査ではワシタカ類を対象とし
た行動圏調査や夜行性鳥類調査が不十分だったこと、繁殖
期の調査に限定したことから、本調査地の鳥類相を十分に
明らかにするためにはさらなる調査が必要と考えられる。

　２018年から２0２0年までの調査で、ヤマネ、アカ
ネズミ、ニホンノウサギ、ヒミズ、ツキノワグマ、ホンド
タヌキ、ホンドテン、ニホンアナグマ、ハクビシン、ニホ
ンジカ、ニホンカモシカの5目10科11種の哺乳類の生
息が確認された。既存文献によるコウモリ類の生息記録を
含めれば、沼ノ平地域には6目11科14種の哺乳類が生
息していることが考えられ、今後さらに、モグラ類、ネズ
ミ類及びコウモリ類の調査によってさらに確認できる種は
増える可能性がある。

　沼ノ平地域では地すべりにより形成された多様な地形に対応した特異的な植生の成立や遷移が起こっている可能
性がある。本調査ではこの地域における植生を分類し、それらの成立と地形変動との関係の解明を目的とした。沼ノ
平地域に９２箇所の調査プロットを設置し、植生及び環境因子を調査・解析した結果、この地域の植生は8タイプ
（ブナ・ミズナラ・サワグルミ・ヒメヤシャブシ・ヌマガヤ・ヤチダモ・ミヤマカワラハンノキ・ヤナギ類）に区分
された。また、各植生を比較する事により、地形変動が多様性を増加させ、各植物種に対して好適な環境の形成に寄
与していることが推測された。また今回の調査では沼ノ平という町のわずか0.4％の面積に種子植物の３4.7％、
シダ植物の51.1％が分布していることが分かり、今まで記載の無かった107種のコケ植物についても確認する
ことができた。

沼ノ平地域の鳥類相

沼ノ平地域の哺乳類相

沼ノ平地域の植生とその多様性

� 報告者：遠藤菜緒子（只見町教育委員会）

� 報告者：石川貴大（只見町役場）

� 報告者：崎尾均（Botanical�Academy・新潟大学佐渡自然共生科学センター）

▲枝上でさえずるオオルリ

赤外線センサーカメラで撮影されたツキノワグマ▶

▲民宿で植物標本作製▲作業道でのサンプリング

報告❹

報告❺

報告❻
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　２01９年から２0２1年にかけて爬虫類・両生類の調査
で、両生類1２種、爬虫類4種を確認した。両生類では、沼
ノ平池沼群でモリアオガエルやクロサンショウウオなど止水
域に生息する種が多く確認され、同地域が重要な繁殖環境と
なっていることが示唆された。また、人里周辺の水田や池沼
にも広く分布するツチガエルが沼ノ平地域で広く確認された
ことも特徴的であった。一方でハコネサンショウウオなどは
小三本沢本流およびその右岸側からの渓流といった流水域が
重要な生息環境となっていることが示唆された。このように、
山地内に止水と流水の両方の環境が隣接して存在することが、
同地域が町内でも両生類の高い種多様性をもつ地域であるこ
との要因の一つと考えられる。一方、爬虫類の確認種数は4
種にとどまった。トカゲ類２種に関しては沼ノ平地域での分
布状況がおおよそ把握できたと考えられるものの、ヘビ類の
生息確認状況に課題を残した。

　２017年から２0２0年にかけて昆虫捕獲用トラップに
よる現地調査を実施した結果、沼ノ平地域からは7目56科
4９1種が記録された。過去の文献記録を含めると、沼ノ平
地域からは7目56科4９4種の昆虫類が確認された。また、
沼ノ平地域の昆虫目録を作成し、環境省および福島県のレッ
ドリストの掲載種やこの地域に特徴的な種（ルリイトトンボ、
ゲンゴロウ、エゾゲンゴロウモドキ、キイロマツモムシ、キ
タヒメアメンボなど）を示した。さらに池沼で確認された水
生昆虫類について、過去の調査結果と比較し、その生息状況
の変化を考察した。
　調査の結果、自然度の高いブナ林を代表する昆虫が生息し
ていることが分かり、本州あるいは福島県初記録の昆虫も確
認された。また水生昆虫にとっても地すべり由来の池沼群は
重要な環境であり、特にスサキ沼の多様性が高いことが確認
された。

　沼ノ平地域の人の影響がほとんどないブナ天然林にお
いて、倒木や地すべりのような自然攪乱等が地表性ゴミ
ムシ群集（オサムシ科）の多様性に及ぼす影響を評価す
るための調査を行った。沼ノ平地域に合計14プロット
を設置し、２017から２01９年まで季節を変えなが
らトラップにより捕獲された種と個体数を記録した。調
査の結果、２7種３60個体のゴミムシ類が採集され、
土壌の攪乱を伴う地すべりギャップや湧水由来の細流が
生み出すブナ林内の異質性はゴミムシの多様性を高めて
いたことが分かった。天然林でゴミムシの多様性を維持
するためには、様々な自然攪乱や林内の多様な環境を維
持する必要がある。

沼ノ平地域の爬虫類・両生類相

沼ノ平地域の昆虫相

沼ノ平地域の成熟ブナ林における地表性オサムシ類の
分布とその規定要因

▲タダミハコネサンショウウオのメス

▲スサキ沼に生息するルリイトトンボ（オス）

▲地表性ゴミムシ

� 報告者：吉川夏彦（国立科学博物館）

� 報告者：緒勝祐太郎（日本昆虫学会）

� 報告者：大脇淳（桜美林大学）

報告❼

報告❽

報告❾
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　今回の調査結果については、『ブナセンター紀要　№10「沼ノ平地域
総合学術調査報告号」』としてまとめられています。

　・ブナセンター紀要　№10「沼ノ平地域総合学術調査報告号」
　・価格：3,000円/192ｐ
　・販売場所：ただみ・ブナと川のミュージアム及びふるさと館田子倉

　郵送でもご購入できます。只見町ブナセンターホームページをご覧い
ただくか、お電話でお問い合わせください。

　問合せ先：只見町ブナセンター　　電話：0241−72−8355
　ブナセンターHP：http://www.tadami-buna.jp/

　今回の沼ノ平地域総合学術調査の目的は、沼ノ平における
頻度の高い地形変動が植生遷移や生物多様性にどのような影
響を与えているかを明らかにし、生態系の保護・保全とその
持続可能な利用を図り、適切な管理方法を検討することであ
り、２017～２0２0年度までの4年間、4９名を超える
調査人員で様々な調査を行った。それによって沼ノ平の形成
時期、地形変動や地表攪乱、生物相とその多様性、沼ノ平地
域の保全の重要性について明らかになったとともに、以下の
課題が残された。

　・今後の沼ノ平地域の取り扱い方針
　・利活用に関する取り扱い方針
　・動植物などの保護・保全
　・調査研究に関する取り扱い方針
　・只見ユネスコエコパークエリアの検討

　本調査により沼ノ平の多様な立地環境と高い種多様性が維
持されていることが明らかになった。このことは「自然首都・
只見」の新たな価値・魅力となるものであり、人と自然との
共生を目指す只見ユネスコエコパークの適切な管理・運営の
ための根拠となるものである。
　只見町の皆さんをはじめ、調査に協力・参加していただい
た多くの方々に心より感謝申し上げます。

沼ノ平地域総合学術調査報告の総括
―自然攪乱と生物多様性、残された課題―
� 崎尾均（Botanical�Academy・新潟大学佐渡自然共生科学センター）

　２018年から２0２0年にかけて実施された昆虫相調査で捕獲された昆虫のうち、主
に沼辺や湿地で得られた甲虫の一部の種について調べた。それらは①湿地の周辺を好む植
物に依存する甲虫（ヤナギチビタマムシ、アオカメノコハムシ）、②湿地特有の植物に依
存する甲虫（ネクイハムシ類、ヒウラヒラタネクイハムシ、オオネクイハムシ、キヌツヤ
ミズクサハムシ、シラハタネクイハムシ）、③開けた明るい環境を好む植物に依存してい
る甲虫（フジハムシ、ヘリグロリンゴカミキリ）、④湿地を好む昆虫類（オオトックリゴ
ミムシ）、⑤明るい池沼の周りをエサ資源の探索場所として利用している昆虫類（小型ス
ズメバチ類）であった。これらの種について食草と生息地の環境に関して考察を行った。
また土石流跡地については天然林内にできた新しいギャップと見ることができ、新たに生
えてきたヤナギ類や開けた環境を移動場所として利用している甲虫類が見られた。

沼ノ平地域の沼辺、湿地で得られた甲虫類
� 報告者：槇原寛（日本甲虫学会）、緒勝祐太郎（日本昆虫学会）

総括

報告�

▲ヤナギチビタマムシ

▲地すべりによる地表変動で傾いたブナ

▲調査風景（雨で増水した小さい三本沢の徒渉）
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菊
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に
よ
る
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会
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日
本
一
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
、
７
月
15
日
に
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見
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で

開
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さ
れ
ま
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た
。
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池
氏
は
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ご
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組
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ら
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に
、
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に
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８
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。
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7月26日
3歳児検診
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